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美濃加茂市多文化共生推進プラン
「新しい仲間と笑顔でくらすまちづくり」

知をつなぐ。世界をつなぐ。未来をつなぐ。 

多文化共生への熱意が認められ
新セクションの課長に就任

JICEスタッフに聞く プロジェクト開発部
多文化共生課 課長

水野誠二さん

INTERVIEW この人に聞く

FACE 顔 

わたなべ・なおよし
昭和20年岐阜県美濃加茂市生まれ。慶應義塾大学経済学部卒。美濃加茂市商
工会副会長、美濃加茂商工会議所副会頭、岐阜県教育委員会委員長などを歴
任。平成17年市長選挙に出馬して当選（現在2期目）。平成19、20年と「外国人集住
都市会議」の座長を務める。
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JICE  INFORMATION  BOX

　昨年9月に新設されたプロジェクト開発部 
多文化共生課の課長に就いた水野誠二さ
ん。大学時代にはイギリスに留学した経験も
あり、JICEに入団する以前から国際協力・国
際交流に興味があったという。大学卒業後
は地元愛知の自動車部品メーカーの海外
営業部での業務を経験し、JICEに入団した
のは平成3年4月のことだ。
　入団後、最初の配属先は名古屋分室（当
時）。そこで研修監理や日本語研修など研
修運営業務の経験を積んだ後、留学生支
援や、国際交流、総務部門など幅広くさまざ
まな事業に携わった。そして、12年ぶりに戻っ
た名古屋では、中部支所長を2年半務め、そ
の活躍が評価され、昨年9月の組織改編の
際に新設されたプロジェクト開発部多文化
共生課の課長に就いた。JICEが多文化共
生に関する協力を行うようになった背景には
水野さんらの功績がある。
「話は2年ほど前に遡ります。三重県の菰野

町へJENESYS（21世紀東アジア青少年大
交流計画）事業での海外からの高校生や
中学生の受入先となる学校やホームステイ
先を探しに行っていた時です。菰野町長に
面会した際に、町内に日本人向けのゴミの
分類案内があるが、外国人向けの案内がな
く非常に困っているという話を聞き、『それな
ら、その翻訳業務をJICEの社会貢献事業と
してやらせていただきます』となったのがご
縁です」
　菰野町は外国人集住地域の1つ。中部地
域にはそうした外国人との共生に問題をか
かえる市町村があちこちにあった。そうした
問題に奔走しているうち、それが仕事につな
がり、2008年8月に外国人集住都市会議（現
在28市町加盟）との協力協定を結んで翻訳
業務など多文化共生支援を本格的に始め
ることになった。
　さらに2008年秋のリーマンショック以降、ま
ず、日本語ができない外国人労働者が派遣

切りに遭い、外国人が多く住む市町村も悩
んでいた。その年の暮れ、新聞で厚労省が
派遣切りにあった日系人に対して、緊急支援
で就労準備研修として日本語を教える予算
がついたことを知る。いつかJICEの日本語
研修のノウハウを多文化共生支援に活かし
たいと考えていた最中だっただけに、「おや？
これは仕事に結びつくと直感しました」
　最初は中部圏の一部だけでも受注できれ
ばという思いだったが、5000人全てを引き受
ける業務と知り、「正直、最初は腰が引けまし
た」という水野さん。これだけ大規模な研修
事業を一手に引き受けるのは初めてだった
からだ。
　その研修事業も2009年12月に5000人を
突破し、水野さんらの東奔西走によってよう
やく軌道に乗ったところ。現在、全国60市町
に広がっており、水野さんは今後も地域のよ
り良い多文化共生社会の実現に向けて取り
組んでいく。

今後は専門用語を入れたり
しながら、職業訓練の内容
に沿った用語も組み込んだ
カリキュラムもつくりたい

平成22年1月20日発行　発行所：財団法人日本国際協力センター（ジャイス）　〒160-0023 東京都新宿区西新宿六丁目10番1号日土地西新宿ビル19・20・21階
TEL.03-5322-2500  FAX.03-5322-2520  http://sv2.jice.org

広報紙『JICE』に対するご意見、ご感想、ご質問、今後取り上げてほしいテーマや人物などを、下記アドレスへメールでお寄せください。 
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外国人が集住する中部地域
　岐阜県美濃加茂市は外国人集住都市会議の参加都市の
ひとつ（現在の参加都市は28）です。人口約5万5千人のうち
外国人登録者数の割合が9.8%と、市の比率では全国１位。平
成20年11月のピーク時には11.2％の外国人登録者割合でし
た。その外国人の約60％がブラジル人です。美濃加茂市周辺
には製造業などが点在しており、そうした企業を早くから誘致
してきた結果と考えています。また、美濃加茂市は全国806市
区中の「新・住みよさランキング―総合評価」（都市データパッ

ク2009年版／東洋経済）で総合10位に入る住みよい街でもあ
ります。
　そうした美濃加茂市にも外国人集住都市ならではの課題
があります。平成20年秋のリーマンショック以降、外国人就労
者が真っ先に大量の解雇にあったことです。日本語ができない
というのが大きな理由でした。
　そこで、当市では急遽、「就職や職場で活かせる日本語教
室」を開設し、またJICEにおいても厚生労働省から受託した
「日系人就労準備研修」が行われました。これらは、言葉の課
題を抱えた日系人の再就職の可能性を広げる効果があったも
のと思います。

緊急の課題は子どもたちの不就学
　子どもたちの不就学も、親たちの再就職先の確保と併せて
問題となっています。これまで外国人の子どもは、授業料の割
高な外国人学校か日本の公立学校かのどちらかを選択してき
ましたが、この不景気でどちらの学校にも行かない、行けない
子どもたちが相当数増えたと見られています。このままでは日
本語も母国語も中途半端になってしまいますし、将来ある子ど
もたちに基礎的な学力を身につける機会が与えられなくなって
しまうことは社会にとって大きな損失に繋がると危惧します。一
日も早くこの子どもたちの不就学の問題を解決しなければなり
ません。
　私は日本で生まれ育った外国人の子どもたちが、バイリンガ
ルとして日本語も母国語もでき、いずれ交流の懸け橋になること
を心から望んでいます。

新しい仲間と笑顔でくらすまちづくり
　一方、同21年7月には外国人住民も住民基本台帳法の適
用対象に加えられる法律が公布され、３年以内に施行されま
す。外国人の定住化が進んでいる現在、地域の生活者として
居住実態を正確に把握することにより、各種権利義務を明確
にしたうえでの適正な行政サービスができるようになります。今
回の改正は、当市がめざす「新しい仲間と笑顔でくらすまちづ
くり」の実現に繋がっていくものと期待しています。

に基づいた翻訳支援業務など多文化共生
案件を一元化して取り組むと共に、支所に
おいても、多文化共生に係る案件を実施す
る態勢を整えて参ります。
　JICEは、これまで30年以上にわたり培っ
た国際協力分野におけるノウハウを存分に
生かし、地域の皆さんと定住外国人の皆さ
んとを「つなぐ」お手伝いをさせていただくと
ともに、平和で豊かな地球社会の実現に貢
献して参りたいと考えております。

人事異動
〔平成21年9月15日～12月1日〕　管理職以上（　）内は前職
〔9月15日付〕
中部支所副主幹兼中部支所長事務代理中部支所長名称付与
　赤木 章（プロジェクト開発部プロジェクト支援課副主幹兼総務部
　　　　   人事課副主幹）

プロジェクト開発部多文化共生課長
　水野 誠二（中部支所長）
プロジェクト開発部多文化共生課副課長
　山﨑 朱美（国際研修部研修監理課副課長）
〔10月1日付〕
国際研修部研修監理課副課長
　村田 敦史（九州支所）
派遣支援センター副室長
　楢崎 志野（総務部総務課）
〔11月1日付〕
プロジェクト開発部市谷業務室長
　前田 和子
〔12月1日付〕
総務部主幹
　小磯 和俊（国際研修部計画課長兼国際研修部横浜業務室長）
国際研修部計画課長兼国際研修部横浜業務室
　小谷 昌良（筑波支所長）
筑波支所長
　中村 稔（国際研修部東京業務室副室長）
留学生部留学生事業課副課長
　井出 訓紳（国際研修部研修開発課副課長）
国際交流部交流事業課副課長
　井代 純（留学生部留学生事業課副課長）

　JICEは、平成21年9月15日付で、以下の
業務を所掌する部署として、プロジェクト開
発部内に「多文化共生課」を設置いたしま
した。
　①多文化共生関連案件の企画、立案及
び実施に関すること、
　②多文化共生関連における情報収集及
び整備に関すること。
　今年度より開始された日系人就労準備研
修事業や、これまで国際研修部において対
応しておりました、「外国人集住都市会議と
の多文化共生協働事業に関する協定書」

プロジェクト開発部に
多文化共生課を設置

渡辺 直由さん

私たちJICEは、個人情報保護法を遵守し、
徹底した個人情報の管理をいたします。

新年のご挨拶
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団
法
人

日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
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理
事
長

松
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和
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　平
成
22
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、謹
ん
で
新
年
の
御
祝

詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は一方
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　昨
年
は
、政
権
交
代
に
よ
り
日
本
の
行
政
の
あ
り
方

が
抜
本
的
に
変
化
し
た一年
で
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、人
づ
く
り
は
国

づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、世
界
に
お
け
る
人
材
育
成
へ

の
ニ
ー
ズ
が
極
め
て
高
い
と
い
う
状
況
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　私
共
J
I
C
E
は
、こ
れ
ま
で
国
際
協
力
、特
に
人

づ
く
り
協
力
の
お
手
伝
い
を
し
て
参
り
ま
し
た
経
験

を
生
か
し
、日
本
の
知
を
世
界
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に

よ
って
、皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
一層
の
努
力
を

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　本
年
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

美濃加茂市長

こも　の



南米日系人を中心とする外国人住民が多数
集住する都市の行政と地域の国際交流など
を目的に平成13年に設立。外国人住民に関
わる施策や活動状況に関する情報交換を行
うとともに、首長会議を開催し、国・県及び関
係機関への提言等を通して、地域の抱える
様々な問題の解決に取り組んでいる。

外国人集住都市会議
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岐
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が
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融
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ま
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後
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成
２
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９
９
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改
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岐
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、可
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に
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岡
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技
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績
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Ｉ
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国
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多
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共
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フ
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門
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ラ
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ら
初
級
ま
で
あ
り
、２
〜
３
か
月
間
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わ

た
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。12
月
初

旬
、第
３
期
に
入
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

「
私
自
身
が
30
年
前
名
古
屋
か
ら
来
た
ニュ
ー
カ

マ
ー（
新
参
者
）で
す
」と
話
す
の
は
、同
セ
ン
タ
ー

の
事
務
局
長
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
可
児
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
長
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務
め
る
中
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や
す
し
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児
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平
成
１１
年
３
月
に
国
際
交
流

協
会
設
立
世
話
人
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発
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に
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法
人
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な
り
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タ
ー
の
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

以
前
か
ら
日
本
語
学
習
支
援
も
行
って
お
り
、外

国
人
の
情
報
発
信・交
流
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と
し
て
の
機
能

も
果
た
し
て
い
る
。

「
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当
時
の
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児
市
の
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万
２
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０
０
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国
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登
録
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５
０
０
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し
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ク
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７
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０
０

人
台
ま
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膨
れ
上
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り
、一
昨
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の
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ー
マ
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ッ
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で
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２
０
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人
減
り
ま
し
た
。外
国
人
集
住

都
市
で
は
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
し
ょ

う
」

　
こ
の
会
場
で
日
本
語
教
師
を
務
め
る
島
袋
理

子（
ま
さ
こ
）さ
ん
は
、日
本
語
を
教
え
る
よ
う
に

な
って
13
年
に
な
る
。

「
日
本
語
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
人
た
ち
か
ら
も
、

こ
こ
1
、2
年
は『
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
』と
い
う
危

機
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。教
え
る
側
も
日
本
語

の
単
語
一つ
で
も
覚
え
た
ら
、再
就
職
の
た
め
に
役

立
つ
の
で
は
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
、つ
い
つ
い
厳

し
い
口
調
に
な
って
し
ま
い
ま
す
」

根
付
き
始
め
た
多
文
化
共
生
が

正
念
場
を
迎
え
て
い
る

　
可
児
市
の
就
労
準
備
研
修
に
参
加
し
て
い
る

日
系
人
失
業
者
に
話
を
聞
い
た
。

　
平
成
13
年（
２
０
０
１
年
）に
夫
と一
緒
に
来
日

し
た
キ
ク
チ・サ
マ
ラ
さ
ん
は
、ケ
ー
キ
作
り
の
流
れ

作
業
に
従
事
し
て
い
た
が
解
雇
さ
れ
た
。「
将
来

は
、日
本
に
家
を
建
て
て
子
供
も
日
本
の
大
学
に

進
学
さ
せ
た
い
」と
い
う
永
住
希
望
者
だ
。

　
エ
ト
ウ・ロ
サ
リ
オ
さ
ん
は
平
成
６
年（
１
９
９
４

年
）に
来
日
。日
本
で
は
鳥
肉
の
加
工
会
社
、大
手

電
気
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
転
職
し
た
が
、今
は
仕
事

が
な
い
た
め
、そ
の
時
間
を
使
って
日
本
語
の
勉
強

に
励
ん
で
い
る
。就
労
準
備
研
修
に
つい
て
、「
日
本

語
が
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
楽
し
い
」と

言
う
。子
供
は
３
人
だ
。

　
ま
た
、一
昨
年
に
来
日
し
た
ば
か
り
の
フ
ロ
レ
ン

ザ
ノ・ネ
ト・ニコ
ラ
さ
ん
は
、ブ
ラ
ジ
ル
で
は
弁
護
士

を
し
て
い
た
。日
本
で
は
車
の
部
品
工
場
で
働
き

な
が
ら
日
本
語
を
勉
強
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
解

雇
さ
れ
、「
年
齢
が
高
い
の
で
再
就
職
で
き
る
か
心

配
だ
」と
言
う
。日
本
の
弁
護
士
資
格
の
取
得
を

目
指
し
て
お
り
、「
も
っ
と
長
く
研
修
を
続
け
て

欲
し
い
」と
願
って
い
る
。

　
一
方
、大
垣
の
講
習
会
場
で
も
多
く
の
日
系
人

研
修
生
が
講
習
に
参
加
し
て
い
た
。そ
れ
ぞ
れ
事

情
は
異
な
る
が
失
業
し
て
い
る
と
い
う
現
実
は
同

じ
。失
業
保
険
が
出
て
い
る
う
ち
は
い
い
が
、先
の

見
通
し
は
ま
だ
立
って
い
な
い
。

　
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
軋
轢
を

乗
り
越
え
、よ
う
や
く
根
付
き
始
め
た
多
文
化

共
生
。そ
れ
が
い
ま
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、日
本
で
暮
ら
す
日
系
人
の
厳
し

い
現
状
を
受
け
止
め
、彼
ら
の
再
就
職
に
つ
な
が

る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
々
と
協
力
し
て

支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。

TSUNA 

GU 

国籍や言語、文化の違いを尊重し合い「多文化共生社会」
への取り組みが求められる中、厚生労働省は「日系人就労準
備研修」を開始した。日本語講習を中心としたこの研修を、一
括して受託したJICEは、それまでの人材育成事業の経験とノ
ウハウ、ネットワークを生かして、全国の日系人（成人）約
5000人の再就職に向けて奮闘している。平成21年4月から
順次始まっている研修の様子を、岐阜県を中心に取材した。

JICEの内藤希代子さん（左）と就労準備研修現地調整員の内田エレ
ナさん

可児市の会場となっている多文化共生センター「フレビア」

エトウ・ロサリオさん キクチ・サマラさん

大垣公共職業安定所の市岡雄志外
国人労働者専門官

フロレンザノ・ネト・ニコラさん

日本語教師の島袋理子さん
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社
会
貢
献
活
動
の
柱
は

国
際
交
流
・
教
育
・
環
境

　
三
井
物
産
の
社
会
貢
献
活
動
は
、国
際
交
流・

教
育・環
境
の
３
つ
を
柱
と
し
て
い
る
。支
援
す
る

に
あ
た
って
、数
あ
る
取
引
関
係
国
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

ｓ
の一
員
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
注
目
し
た
。移
民
百

周
年（
２
０
０
８
年
）を
迎
え
た
ブ
ラ
ジ
ル
と
三
井

物
産
は
、ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
深
い
関

係
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

「
今
後
、日
伯
関
係
で
よ
り
親
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
も
、経
済
面
だ
け
で

な
く
社
会
貢
献
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が

肝
心
」。そ
う
話
す
の
は
三
井
物
産
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推

進
部 

社
会
貢
献
推
進
室
シ
ニ
ア・フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ

ー・ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト（
社
会
貢
献
活
動
専
門
家
）の

柴
崎
敏
男
さ
ん
だ
。

「
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
た
め
に
何
か
社
会
貢
献
で

き
な
い
か
を
考
え
た
末
、在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
教

育
支
援
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。当
時

約
３
万
人
い
た
子
供
た
ち
は
①
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校

に
通
う
児
童
生
徒
、②
日
本
の
公
立
学
校
に
通
う

児
童
生
徒
、③
不
就
学
の
子
供
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

ほ
ぼ
３
分
の
１
ず
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。①
や
②

の
よ
う
に
学
校
に
通
え
る
児
童
で
も
、施
設
の
不

備
が
著
し
い
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
に
通
わ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
り
、日
本
の
公
立
学
校
で
う
ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
な
ど
、決
し
て
恵
ま
れ

て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
ま
ず
、在
日
ブ
ラ

ジ
ル
人
学
校
へ
の
支
援
を
検
討
し
、当
時
９０
校
近

く
あ
っ
た
学
校
の
う
ち
、文
部
科
学
省
が
大
学
受

験
を
認
め
て
い
る
学
校
を
支
援
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
」

　
０５
年
度
に
４
校
、０６
年
度
に
４
校
、０７
年
度
に

１０
校
、０８
年
度
は
１２
校
に
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

他
方
、不
就
学
の
子
供
に
つ
い
て
は
、居
所
も
わ
か

ら
な
い
と
い
う
。

「
そ
の
子
供
た
ち
に
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
留
ま
る

こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
遊
び
に
来
て
い
る
不

就
学
と
思
え
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
供
た
ち
に
、『
学

校
へ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
』と
呼
び
か
け
て
、一
人

ひ
と
り
救
い
上
げ
る
地
道
な
努
力
も
し
て
き
ま

し
た
」

　
と
こ
ろ
が
０８
年
の
秋
に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
降
、い
わ
ゆ
る
大
量
の〝
派
遣
切
り
〞で
、ブ

ラ
ジ
ル
人
の
親
た
ち
が
失
職
。ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
供

た
ち
を
取
り
巻
く
事
態
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

個
人
的
な
奨
学
金
で
対
応

「
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、０８
年
末
に
は
約
31
万
２
０

０
０
人
余
り
、子
供
た
ち
の
数
は
３
万
５
０
０
０

人
で
し
た
が
、ブ
ラ
ジ
ル
人
就
労
研
究
会
の
ブ
ラ
ジ

ル
人
就
労
調
査（「
０８
年
７
月
実
施
、１
６
７
派
遣

会
社
が
回
答
）に
よ
れ
ば
、０８
年
９
月
と
０９
年
５

月
を
比
較
す
る
と
、派
遣
ブ
ラ
ジ
ル
人
数
は
５７
％

減
って
い
る
と
い
う
数
字
も
あ
る
ほ
ど
で
す
」

　
そ
の
た
め
生
徒
数
も
減
り
、閉
校
せ
ざ
る
を

得
な
い
学
校
も
出
て
き
た
。そ
こ
で
三
井
物
産

で
は
、在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
に
対
す
る
支
援

を
、学
校
へ
の
支
援
か
ら
子
供
た
ち
の
学
費
に
対

す
る
奨
学
金
に
変
更
。在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
集
住

地
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
への
支
援
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て

対
応
し
て
き
た
。

「
日
本
で
暮
ら
す
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
供
は
ダ
ブ
ル

リ
ミ
テ
ッ
ド
、つ
ま
り
母
国
語
と
外
国
語
の
ど
ち

ら
も
話
せ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。原

因
は
保
護
者
の
無
計
画
性
で
、子
供
た
ち
に
、

『
近
い
将
来
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
る
ん
だ
か
ら
、日
本

語
は
覚
え
な
く
て
い
い
よ
』と
言
って
き
た
り
、ま

た
、そ
も
そ
も
子
供
の
教
育
に
不
熱
心
だ
っ
た
か

ら
で
す
」

　
そ
の
結
果
、一番
重
要
な
時
期
に
言
葉
を
覚
え

る
機
会
を
失
っ
て
、一
方
で
は
母
国
語
の
能
力
が

落
ち
、他
方
で
は
日
本
語
も
十
分
に
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
子
供
た
ち
が
増
え
て
き
た
の

だ
と
い
う
。最
近
で
は
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
子

供
た
ち
も
い
る
。ブ
ラ
ジ
ル
を
知
ら
ず
、帰
国
で

は
な
く
ブ
ラ
ジ
ルへ
新
し
く
移
住
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

日
伯
両
国
で
充
実
し
て
い
る

「
カ
エ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
ブ
ラ
ジ
ル
本
国
で
は
、Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ（
教
育
文
化

連
帯
学
会
、サ
ン
パ
ウ
ロ
州
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）が
つ
く

っ
た「
カ
エ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
の
が
あ
る
。

日
本
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
就
労
者
の
子
弟
に
対
す
る

支
援
で
、ブ
ラ
ジ
ル
三
井
物
産
基
金
の
助
成
案
件

の
ひ
と
つ
だ
。

　
こ
の
プ
ロ
ジェク
ト
を
通
し
て
見
え
た
問
題
点
を

在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
講
師
を
招
き
、ブ
ラ
ジ
ルへ
帰
国
し
た
子

供
た
ち
が
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

を
０９
年
８
月
に
開
催
し
た
。在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
集

住
５
地
区（
群
馬
県
太
田
市
、静
岡
県
浜
松
市
、愛

知
県
豊
田
市
、三
重
県
鈴
鹿
市
、岐
阜
県
可
児

市
）で
開
き
、計
６
２
７
名
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
の「
カ
エ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、サ
ン
パ
ウ
ロ
州

州
立
小
学
校
に
通
う
日
本
か
ら
の
帰
国
子
弟
に

向
け
た
心
理
的
、社
会
的
、教
育
的
な
支
援
や
補

習
な
ど
を
無
料
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と
い
う
。

「
こ
う
し
た
帰
国
子
弟
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

つ
き
ま
と
い
ま
す
。特
に
ほ
と
ん
ど
の
子
供
た
ち

は
、日
常
生
活
で
必
要
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
最
低

限
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
す
ら
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。言

葉
の
違
い
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
は
、子
供
た
ち
に
と

って
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
支
援
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
三
井

物
産
基
金
は
、日
伯
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
よ
り

発
展
さ
せ
る
た
め
、両
国
の
友
好
発
展
と
交
流
拡

大
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
だ
。

「
い
ち
ば
ん
考
え
て
欲
し
い
の
は
移
民
政
策
を
ど

う
す
る
か
で
す
。そ
れ
は
国
づ
く
り
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
ビ
ジ
ョン
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
…
…
。

差
別
や
い
じ
め
に
あ
っ
た
経
験
か
ら
、心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）で
苦
し
む
子
供
が

い
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

「
カ
エ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、両
生
類
と
水
陸
両

環
境
を
必
要
と
す
る「
カ
エ
ル
」、「
帰
る
」、「
変
わ

る
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、帰
国
子
弟
に
水
陸
の

二
つ
の
違
っ
た
環
境
を
克
服
し
て
育
っ
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
総
合
商
社
と
し
て
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
見
つ
め
て
き
た
三
井
物
産
は
、こ
れ
か
ら
も
そ

の
長
い
歴
史
と
経
験
を
生
か
し
、人
を
育
て
る
社

会
貢
献
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
。

4
vol. 

企業と人づくり

ブラジル人児童生徒の
教育を支援するために

私たちの国際協力

三井物産では、教員の質向上に
役立てるための在日ブラジル人
学校教員養成のための通信教
育への支援も始めた。これはマ
トグロッソ連邦大学（ブラジル）
と東海大学（日本）との協同事業
である遠隔教育への支援で、ブ
ラジル教育省、ブラジル銀行、日
本の文科省も協力している事業
だ。日伯両国とも産官学が協力
しているのはめずらしいという。

通信教育の支援も開始

顕微鏡など学習のため
の機材も寄贈された

三井物産CSR推進部
社会貢献推進室シニア
・フィランソロビー・スペシ
ャリスト柴崎敏男さん　
入社後製鉄部門が長
かったが、１４年前に広
報に異動

寄贈されたＰＣを使う子供たち

カエルプロジェクトセミナーは好評だった 「ブラジルフェスティバル2009」の様子。ブラジル人の
交流の場だ
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美濃加茂市多文化共生推進プラン
「新しい仲間と笑顔でくらすまちづくり」

知をつなぐ。世界をつなぐ。未来をつなぐ。 

多文化共生への熱意が認められ
新セクションの課長に就任

JICEスタッフに聞く プロジェクト開発部
多文化共生課 課長

水野誠二さん

INTERVIEW この人に聞く

FACE 顔 

わたなべ・なおよし
昭和20年岐阜県美濃加茂市生まれ。慶應義塾大学経済学部卒。美濃加茂市商
工会副会長、美濃加茂商工会議所副会頭、岐阜県教育委員会委員長などを歴
任。平成17年市長選挙に出馬して当選（現在2期目）。平成19、20年と「外国人集住
都市会議」の座長を務める。
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　昨年9月に新設されたプロジェクト開発部 
多文化共生課の課長に就いた水野誠二さ
ん。大学時代にはイギリスに留学した経験も
あり、JICEに入団する以前から国際協力・国
際交流に興味があったという。大学卒業後
は地元愛知の自動車部品メーカーの海外
営業部での業務を経験し、JICEに入団した
のは平成3年4月のことだ。
　入団後、最初の配属先は名古屋分室（当
時）。そこで研修監理や日本語研修など研
修運営業務の経験を積んだ後、留学生支
援や、国際交流、総務部門など幅広くさまざ
まな事業に携わった。そして、12年ぶりに戻っ
た名古屋では、中部支所長を2年半務め、そ
の活躍が評価され、昨年9月の組織改編の
際に新設されたプロジェクト開発部多文化
共生課の課長に就いた。JICEが多文化共
生に関する協力を行うようになった背景には
水野さんらの功績がある。
「話は2年ほど前に遡ります。三重県の菰野

町へJENESYS（21世紀東アジア青少年大
交流計画）事業での海外からの高校生や
中学生の受入先となる学校やホームステイ
先を探しに行っていた時です。菰野町長に
面会した際に、町内に日本人向けのゴミの
分類案内があるが、外国人向けの案内がな
く非常に困っているという話を聞き、『それな
ら、その翻訳業務をJICEの社会貢献事業と
してやらせていただきます』となったのがご
縁です」
　菰野町は外国人集住地域の1つ。中部地
域にはそうした外国人との共生に問題をか
かえる市町村があちこちにあった。そうした
問題に奔走しているうち、それが仕事につな
がり、2008年8月に外国人集住都市会議（現
在28市町加盟）との協力協定を結んで翻訳
業務など多文化共生支援を本格的に始め
ることになった。
　さらに2008年秋のリーマンショック以降、ま
ず、日本語ができない外国人労働者が派遣

切りに遭い、外国人が多く住む市町村も悩
んでいた。その年の暮れ、新聞で厚労省が
派遣切りにあった日系人に対して、緊急支援
で就労準備研修として日本語を教える予算
がついたことを知る。いつかJICEの日本語
研修のノウハウを多文化共生支援に活かし
たいと考えていた最中だっただけに、「おや？
これは仕事に結びつくと直感しました」
　最初は中部圏の一部だけでも受注できれ
ばという思いだったが、5000人全てを引き受
ける業務と知り、「正直、最初は腰が引けまし
た」という水野さん。これだけ大規模な研修
事業を一手に引き受けるのは初めてだった
からだ。
　その研修事業も2009年12月に5000人を
突破し、水野さんらの東奔西走によってよう
やく軌道に乗ったところ。現在、全国60市町
に広がっており、水野さんは今後も地域のよ
り良い多文化共生社会の実現に向けて取り
組んでいく。

今後は専門用語を入れたり
しながら、職業訓練の内容
に沿った用語も組み込んだ
カリキュラムもつくりたい
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外国人が集住する中部地域
　岐阜県美濃加茂市は外国人集住都市会議の参加都市の
ひとつ（現在の参加都市は28）です。人口約5万5千人のうち
外国人登録者数の割合が9.8%と、市の比率では全国１位。平
成20年11月のピーク時には11.2％の外国人登録者割合でし
た。その外国人の約60％がブラジル人です。美濃加茂市周辺
には製造業などが点在しており、そうした企業を早くから誘致
してきた結果と考えています。また、美濃加茂市は全国806市
区中の「新・住みよさランキング―総合評価」（都市データパッ

ク2009年版／東洋経済）で総合10位に入る住みよい街でもあ
ります。
　そうした美濃加茂市にも外国人集住都市ならではの課題
があります。平成20年秋のリーマンショック以降、外国人就労
者が真っ先に大量の解雇にあったことです。日本語ができない
というのが大きな理由でした。
　そこで、当市では急遽、「就職や職場で活かせる日本語教
室」を開設し、またJICEにおいても厚生労働省から受託した
「日系人就労準備研修」が行われました。これらは、言葉の課
題を抱えた日系人の再就職の可能性を広げる効果があったも
のと思います。

緊急の課題は子どもたちの不就学
　子どもたちの不就学も、親たちの再就職先の確保と併せて
問題となっています。これまで外国人の子どもは、授業料の割
高な外国人学校か日本の公立学校かのどちらかを選択してき
ましたが、この不景気でどちらの学校にも行かない、行けない
子どもたちが相当数増えたと見られています。このままでは日
本語も母国語も中途半端になってしまいますし、将来ある子ど
もたちに基礎的な学力を身につける機会が与えられなくなって
しまうことは社会にとって大きな損失に繋がると危惧します。一
日も早くこの子どもたちの不就学の問題を解決しなければなり
ません。
　私は日本で生まれ育った外国人の子どもたちが、バイリンガ
ルとして日本語も母国語もでき、いずれ交流の懸け橋になること
を心から望んでいます。

新しい仲間と笑顔でくらすまちづくり
　一方、同21年7月には外国人住民も住民基本台帳法の適
用対象に加えられる法律が公布され、３年以内に施行されま
す。外国人の定住化が進んでいる現在、地域の生活者として
居住実態を正確に把握することにより、各種権利義務を明確
にしたうえでの適正な行政サービスができるようになります。今
回の改正は、当市がめざす「新しい仲間と笑顔でくらすまちづ
くり」の実現に繋がっていくものと期待しています。

に基づいた翻訳支援業務など多文化共生
案件を一元化して取り組むと共に、支所に
おいても、多文化共生に係る案件を実施す
る態勢を整えて参ります。
　JICEは、これまで30年以上にわたり培っ
た国際協力分野におけるノウハウを存分に
生かし、地域の皆さんと定住外国人の皆さ
んとを「つなぐ」お手伝いをさせていただくと
ともに、平和で豊かな地球社会の実現に貢
献して参りたいと考えております。

　JICEは、平成21年9月15日付で、以下の
業務を所掌する部署として、プロジェクト開
発部内に「多文化共生課」を設置いたしま
した。
　①多文化共生関連案件の企画、立案及
び実施に関すること、
　②多文化共生関連における情報収集及
び整備に関すること。
　今年度より開始された日系人就労準備研
修事業や、これまで国際研修部において対
応しておりました、「外国人集住都市会議と
の多文化共生協働事業に関する協定書」

プロジェクト開発部に
多文化共生課を設置

渡辺 直由さん

私たちJICEは、個人情報保護法を遵守し、
徹底した個人情報の管理をいたします。

新年のご挨拶
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美濃加茂市長
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